
あ
き

づ
き

和
歌
山

・
紳
管
月
連還
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
和
歌
山
市
太
田

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
八
五
年

（昭
６０
）
七
月
を

一
九
八
六
年
二
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
和
歌
山
県
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
山
本
高
照

５
　
遺
跡
の
種
類
　
古
墳
群

。
集
落
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
古
墳
時
代
前
期
を
鎌
倉
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

秋
月
遺
跡
は
、
国
鉄
和
歌
山
駅
の
南
東
約

一
ｋｍ
に
鎮
座
す
る
日
前
官
を
中
心

に
広
が
る
遺
跡
で
あ
る
。
日
前
官
は
、
古
代
の
紀
国
造
、
紀
直
氏
の
本
拠
地
と

し
て
知
ら
れ
る
。
こ
の
日
前
宮

の
西
に
隣
接
す
る
県
立
向
陽
高

等
学
校
で
、
特
別
教
室
棟
の
建

築
工
事
が
計
画
さ
れ
た
た
め
、

事
前
に
発
掘
調
査
を
実
施
し
た
。

そ
の
結
果
、
古
墳
時
代
前
期
の

前
方
後
円
墳
や
方
墳
を
は
じ
め

と
し
て
、
奈
良
時
代
か
ら
鎌
倉

時
代
に
お
よ
ぶ
掘
立
柱
建
物
や

一

井
戸

。
土
羨
等
を
検
出
し
た
。
奈
良
時
代
以
降
の
遺
構
に
つ
い
て
は
、
日
前
宮

と
の
関
係
も
推
測
出
来
る
。
馬
形
と
し
て
再
利
用
さ
れ
た
木
簡
は
、
奈
良
時
代

後
期
の
井
戸
か
ら
、
斎
串
と
と
も
に
出
土
し
た
。
こ
の
井
戸
は
、
深
さ
二

・
五

ｍ
あ
り
、
維
板
組
横
桟
ど
め
の
井
戸
枠
を
も
つ
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
平
安
時

代
前
期
の
井
戸
か
ら
、
墨
書
の
あ
る
土
器
も
発
見
さ
れ
て
い
る
。

３
　
木
筒
の
釈
文

。
内
容

〔大
≧

ω

　

□
田
□
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

マヽ
牌『
滋

ｏ自

『播
磨
国
風
土
記
』
揖
保
郡
条
に
「
紀
伊
国
名
草
郡
大
田
村
」
が
見
え
、
『和

名
類
乗
抄
』
に
、
名
草
郡
大
田
郷
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

９
　
関
係
文
献

和
歌
山
県
教
育
委
員
会

『秋
月
遺
跡
発
掘
調
査
現
地
説
明
会
資
料
』
盆

九
八

六
年
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（山
本
高
照
）

(和歌山)




